
平成２８年 ２月号

練馬区立小竹小学校 校長 瀧嶋 克己 № ４９２

小中一貫教育の取組と来年度に向けて
校長 瀧 嶋 克 己

今年度の３校の取組を紹介します。

①中学校区別協議会（２回）

<６月実施> ［会場：旭丘中学校］

・２校の小学校教員が中学校の授業を参観

・参観後意見交換

<１１月実施> ［会場：小竹小学校］

【旭丘小・小竹小スポーツ交流会】 ・旭丘小、中学校の教員が授業参観

・授業参観後分科会に分かれて討議

１月中旬頃から寒さが本格的になってきまし ②児童部活動体験（１回）

た。寒さと比例するように、本校では、低学年 <７月実施> ［会場：旭丘中学校］

を中心にインフルエンザが流行しています。 ・２校の小学６年生が中学校で部活動を二

ＨＰでも「インフルエンザでの出席停止状況」 つ選択し体験

を随時お知らせしています。２月に入っても流 ③中学校体験（１回）

行はしばらく続きそうです。「うがい」「手洗 <９月実施> ［会場：旭丘中学校］

い」「換気」に全校で取り組んでいきます。 ・２校の小学６年生が中学校の授業を見学

さて、練馬区教育委員会では、小中一貫教育 ・生徒会による学校説明会

を推進しています。児童・生徒の心理的・身体 ④小小連携（２回）

的成長が早まったこと、小学校と中学校との環 <６月実施> ［会場：２校に分かれて］

境の大きな変化により中学１年生で不登校など ・１、４、５年生 小竹小学校で学習や交流

が増えるという傾向にあること、小学校教員と ・２、３、６年生 旭丘小学校で学習や交流

中学校教員の間で児童・生徒理解や指導に対す <１１月実施>［会場：２校に分かれて］

る考え方に違いがあることから小中一貫教育の ・２、４年生 小竹小学校で学習や交流

必要性が強くなってなってきたからです。 ・１、３、５年生 旭丘小学校で学習や交流

平成２３年度から順次研究グループを指定し （６年生は、１月実施）

研究を進め実践してきています。本校は、平成

２３・２４年度研究グループに指定され、平成 来年度は、旭丘中学校の英語の教員が２校

２４年度に発表を行い、さらに実践を積み重ね の小学校に乗り入れ、外国語活動（５、６年

ているところです。 生）の授業を行います。担任・ＡＬＴ（外国

中学校１校と近隣校の小学校１～３校でグル 語指導助手）・中学校英語教師・アドバイザ

ープをつくり交流や学習指導上の連携を進めて ーの４人でスクラムを組み外国語活動を充実

います。本校のグループは、旭丘中学校と旭丘 させるとともに小中一貫教育を推進します。

小学校、小竹小学校の３校です。
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